
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

            

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

加東市教育委員会 小中一貫教育推進室 

E-mail  shochu-ikkan@city.kato.lg.jp 

令和 3年 7月 9日発行 

加東市では、小中一貫教育を通して、「ふるさとを愛し、自らの夢に挑む自立した子どもの育成」を目指

しています。ふるさと学習「かとう学」は、ふるさとの「ひと・もの・こと」にふれる学習を通して、ふる

さとへの愛着や自信と誇りを醸成することをねらいとしています。今年度、その手助けとなる副読本を作成

し、加東市立学校の全児童生徒へ配布しています。 

 

・加東市のことを、社会科だけでなく他教科でも学ぶことができる 

副読本にしました。 

・先人や地域の人々の工夫や努力が見える副読本にしました。 

・加東市の魅力を伝えられるよう、イラスト、写真、資料を多く入れ

て、親しみやすく視覚的に見やすい副読本にしました。 

 

 
各教科の学習内容を、ふるさと「加東」と関連づけて学習する 

ことで、教材を身近に感じることができるとともに、加東市の今と昔を深く知ることができます。また、 

知ったことに直接「ふれる」ことで、知識がさらに深まります。子どもたちが本物にふれ、出会うことで、

この副読本で知った人々の思いや感動を、直接体験してくれることを願います。 

かとう学副読本の特徴 

かとう学上巻（１～４年生対象） 

かとう学下巻（５～９年生・中３対象） 

「伝の助」が学びのコーディネーター

役となり、子どもの興味関心を高める

問いかけや解説をします。 

 

加東市の「ひと・もの・こと」の魅力を伝

えることで、子どもたちの主体的な学びを

引き出します。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

子どもが見てみたい、やってみたいと思

う教材を紹介しました。豊かな体験を通

して、子どもの主体的な学びと感性を育

てます。 

 

下巻の巻末には、加東市の魅力を英語

で紹介しました。 

加東市の伝統産業を紹介しました。 

 実際に目で見て、働く人の工夫や苦労

を感じてほしいと願います。 

親子で加東市の魅力にふれ、共に考える

ことで、子どもの主体的な学びが、家庭

学習にも広がることを目指します。 


